第202回 臨時生物科学セミナー
日時：　　9月10日（火）　16:40-18:10
演者：　　入江　直樹　准教授
　　　生物科学専攻　動物発生学研究室
演題:　比較発生学の古典問題に大量情報解析から挑む
「胎児の発生は、魚や両生類のように見える祖先的な時期を経てヒトの形にだんだんと近づいていく・・？」

こんな話を耳にされた方は多いかもしれません。 進化と発生の関係性を追う進化発生学(Evo-Devo)という学問分野が、真偽のほどを答えるべき話ですが、 Ernst Haeckel や von Baer などの時代から百数十年にも渡る議論にもかかわらず真相は闇の中でした。

　これに対し、最新の技術により現代生物学者がようやく新たな扉を開き進化と発生の関係性を定式化には、「発生砂時計モデル」が妥当であることが遺伝子発現レベルの解析からわかってきました。

　しかし、答えより問題の方が多く生じるのが科学の常。すっきりと問題が解けたかと思いきや、 実は現代分子生物学者の直感とはやや違った理解を示していました。  

　本セミナーでは、観念論で語られてきた分野に次世代シーケンサーや情報技術を駆使して取り組んだ研究と、当該分野に生じた新たな疑問について議論したいと思います。
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